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東
京
農
業
大
学
図
書
館
七
階
の
大
学
史
資
料
室
は
、
貴
重
書
室
も
兼
ね
て
お

り
、
こ
こ
に
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
農
業
古
典
籍
や
資
料
等
、
と
く
に
第
四

代
館
長
大
野
史
朗
先
生
（
在
職
期
間
一
九
一
八
～
一
九
六
四
年
）
が
長
い
年
月
を

か
け
て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
核
と
す
る
貴
重
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
野

先
生
は
、
歴
代
の
館
長
と
は
異
な
り
、
大
学
教
授
で
は
な
く
、
司
書
か
ら
館
長
と
な
っ

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
四
六
年
間
を
図
書
館
一
筋
に
歩
み
、
農
大
図
書

館
史
上
、
最
大
の
功
績
を
遺
し
た
。
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に
完
成
し
た
旧
図

書
館
の
建
設
に
尽
力
し
た
の
も
大
野
先
生
で
あ
る
。
大
野
先
生
に
は
、
東
京
農
業
大

学
図
書
館
職
員
と
し
て
の
経
歴
を
活
か
し
た
業
績
と
し
て
、
『
農
学
文
献
目
録 

第

一
輯
』
（
一
九
三
〇
、
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
の
農
学
文
献
目
録
）
、
『
同 

第
二
輯
』（
一
九
三
一
、
昭
和
五
年
分
の
目
録
）
、
『
農
業
事
物
起
原
集
成
』
（
一
九
三

五
）
、
『
東
京
農
業
大
学
五
十
年
史
』
（
一
九
四
〇
）
な
ど
の
編
著
書
が
あ
る
。
と
く
に

『
農
業
事
物
起
原
集
成
』
は
、
「
ア
（
藍
）
」
か
ら
始
ま
り
、
「
ワ
（
割
地
制
度
）
」
に
終
わ

る
、
農
業
に
関
連
す
る
事
物
の
起
原
を
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
本
を
渉
猟
し
た
結
果

得
た
該
博
な
知
識
を
も
と
に
ま
と
め
た
ユ
ニ
ー
ク
な
著
書
で
、
一
九
七
八
年
に
復
刻
、

青
史
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
貴
重
書
室
の
蔵
書
の
一
部
は
、
「
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
電
子
化
さ

れ
、
図
書
館
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
電
子
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
も

の
と
し
て
は
、
日
本
に
初
め
て
近
代
化
学
を
紹
介
し
た
宇
田
川
榕
庵
の
『舎
密
開
宗
』

や
、
同
じ
く
榕
庵
に
よ
る
西
洋
植
物
学
紹
介
の
嚆
矢
『
植
学
啓
源
』
、
百
珍
物
の
代

表
と
さ
れ
る
何
必
醇
の
『
豆
腐
百
珍
』な
ど
の
料
理
書
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
食
用
本

草
書
で
あ
る
野
必
大
の
『
本
朝
食
鑑
』
、
明
治
期
で
は
田
中
芳
男
『
有
用
植
物
図
説
』

な
ど
様
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
農
書
の
代
表
と
し
て
、
電
子
化
さ
れ
て
い
る
宮

崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
と
大
蔵
永
常
の
『
農
具
便
利
論
』
、
お
よ
び
電
子
化
は
さ
れ

て
い
な
い
が
日
本
農
学
史
に
と
っ
て
は
重
要
な
田
村
仁
左
衛
門
の
『
農
業
自
得
』
と
河

野
貞
造
の
『農
家
備
要
』に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。 
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宮
崎
安
貞
（
み
や
ざ
き
・
や
す
さ
だ
）
は
、
一
六
二
三

年
（
元
和
九
）
、
広
島
（
安
芸
）
藩
士
・
宮
崎
儀
右
衛
門
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
二
五
歳
の
と
き
福
岡
藩
主
黒

田
忠
之
に
仕
え
た
が
、
の
ち
こ
れ
を
辞
し
て
、
筑
前
国

志
摩
郡
女
原
村
（
福
岡
市
西
区
）
に
住
み
、
農
業
の
か
た

わ
ら
、
農
業
技
術
の
改
良
・
農
民
指
導
な
ど
に
努
め
た
。

そ
の
間
、
畿
内
を
は
じ
め
伊
勢
な
ど
の
諸
国
を
巡
っ
て
農

事
の
研
究
・
調
査
を
す
る
と
と
も
に
、
徐
光
啓
の
『
農
政

全
書
』
な
ど
中
国
の
農
書
や
本
草
学
を
学
び
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
『
農
業
全
書
』
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
本
草

学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
貝
原
益
軒
（
福
岡
藩
の
人
）と

交
わ
り
、
本
草
学
の
知
識
を
得
た
。
一
六
九
七
年
（
元

禄
一
〇
）
七
月
二
三
日
没
。
享
年
七
五
歳
で
あ
った
。
墓

は
福
岡
市
西
区
女
原
に
あ
る
。
『
農
業
全
書
』
の
初
版

は
、
一
六
九
七
年
（
元
禄
一
〇
）
に
、
京
都
の
茨
木
多
左

衛
門
に
よ
って
刊
行
さ
れ
た
。
天
明
、
文
化
、
文
政
年
間

に
も
再
版
さ
れ
、
明
治
以
降
も
何
度
か
復
刻
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
農
書
は
、
当
時
著
さ
れ
た
農
書
の
多
く
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
な
地
方
的
農
書
の
域
を
超
え
、
農
業
技

術
体
系
の
総
合
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
を
代

表
す
る
農
書
で
あ
る
。
巻
の
一
「
農
事
総
論
」
以
下
、
巻

の
十
「
薬
種
の
類
」
ま
で
の
全
一
〇
巻
、
お
よ
び
「
附
録
」

の
巻
十
一
か
ら
成
る
。
貝
原
益
軒
の
叙
文
と
跋
文
が
つ

き
、
ま
た
附
録
一
巻
は
益
軒
の
兄
楽
軒
の
手
に
な
る
。

貴
重
書
室
が
所
蔵
す
る
の
は
、
天
明
再
版
の
『
農
業
全

書
』で
あ
る
。 

 

宮
崎
安
貞
と
並
び
称
さ
れ
る
江
戸
期
の
大
農
学
者
が

大
蔵
永
常
（
お
お
く
ら
・
な
が
つ
ね
）
で
あ
る
。
永
常
は
、

一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
、
豊
後
国
日
田
郡
隈
町
（大
分

県
日
田
市
）
に
製
蝋
問
屋
の
職
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
二
〇
歳
の
こ
ろ
、
故
郷
を
出
て
、
九
州
各
地
を
遍
歴

し
、
二
九
歳
の
と
き
に
大
坂
に
出
た
。
大
坂
で
苗
木
商

を
営
む
間
に
『
農
家
益
』
（
一
八
〇
二
年[

享
和
二]

刊
）

を
著
し
た
。
同
書
に
よ
って
永
常
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
、
『
老
農
茶
話
』
『
豊
稼
録
』

『
農
具
便
利
論
』
な
ど
の
農
書
を
刊
行
し
、
や
が
て
江
戸

に
移
り
、
関
東
各
地
を
歩
い
て
さ
ら
に
多
く
の
農
書
を

著
述
し
た
。
一
八
三
四
年
（
天
保
五
）
三
河
田
原
藩
江

戸
詰
家
老
・
渡
辺
崋
山
の
推
挙
で
同
藩
に
仕
官
、
さ
ら

に
一
八
四
二
年
（
天
保
一
三
）
老
中
水
野
忠
邦
の
招
き

を
受
け
て
浜
松
藩
興
産
方
に
赴
任
し
た
。
天
保
改
革
の

失
敗
で
水
野
が
老
中
を
罷
免
さ
れ
る
と
、
浜
松
藩
を
辞

し
た
。
一
八
四
六
年
（
弘
化
三
）
、
妻
を
失
い
、
再
び
江

『
農

業

全

書
』 

『
農

具

便

利

論
』 

 
(

＊) 

 
(

＊) 
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戸
に
出
て
著
作
に
専
念
し
、
生
涯
に
三
三
部
七
九
巻
の

著
作
を
出
版
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
没
年
と
死
没
地
は

不
明
で
あ
る
。
永
常
の
農
書
の
多
く
は
、
限
定
的
な
主

題
に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、
一
八
二
二
年
（
文
化
五
）

に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
農
具
便
利
論
』
上
中
下
三
巻

も
同
様
で
、
当
時
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
た
優
れ
た
農

具
を
図
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。
貴
重
書
室
所
蔵
本
も

こ
の
初
版
で
あ
る
。 

 

農
書
の
中
で
も
特
異
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
田
村

仁
左
衛
門
（
た
む
ら
・
に
ざ
え
も
ん
）
の
『
農
業
自
得
』
で

あ
る
。
仁
左
衛
門
は
、
一
七
九
〇
年
（
寛
政
二
）
、
下
野

国
河
内
郡
下
蒲
生
村
（
栃
木
県
河
内
郡
上
三
川
町
下

蒲
生
）
に
名
主
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
吉
茂
。

父
に
し
た
が
い
幼
少
の
頃
か
ら
農
業
に
い
そ
し
み
、
自
ら

の
多
年
に

わ
た
る
実

験
と
記
録

を
も
と
に

し
て
、
一

八
四
一
年

（
天
保
一

二
）
に
『
農

業
自
得
』

お
よ
び
『
農

家

肝

用

記

』
を
完

成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て

『
農
童
心
得
草
』
『
吉
茂
子
孫
訓
』
『
農
家
根
元
考
』
『
農

家
根
元
記
』
『
吉
茂
遺
訓
』
『
田
村
家
家
訓
』
を
著
す
な

ど
、
晩
年
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
筆
を
と
っ
た
。
一
八
七
七

年
（
明
治
一
〇
）
四
月
没
。
享
年
八
八
歳
で
あ
っ
た
。
主

著
『
農
業
自
得
』
の
初
版
は
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）

書
林
知
新
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
前
述
の
よ
う

に
、
自
ら
の
多
年
に
わ
た
る
実
験
・
観
察
の
結
果
か
ら
著

さ
れ
た
農
書
で
、
「
近
世
期
の
農
書
を
通
じ
て
、
最
も
農

民
的
な
農
書
」と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八

一
年
（
明
治
一
四
）
、
孫
の
仁
八
郎
に
よ
り
附
録
・
附
言

と
あ
わ
せ
て
再
刊
さ
れ
た
。
貴
重
書
室
所
蔵
本
は
一
八

五
七
年
（安
政
四
）版
で
あ
る
。  

最
後
に
、
江
戸
期
の
伝
統
農
法
か
ら
明
治
期
の
近
代

農
学
へ
の
過
渡
期
を
代
表
す
る
農
書
が
、
河
野
禎
造
（
か

わ
の
・
て
い
ぞ
う
）
の
『
農
家
備
要
』
で
あ
る
。
禎
造
は
、
一

八
一
八
年
（
文
化
一
四
）
、
筑
前
国
糸
島
郡
波
多
江
村

（
福
岡
県
糸
島
市
）
に
、
医
師
で
国
学
者
で
あ
っ
た
原
田

種
彦
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
剛
。
福
岡
藩
医

河
野
家
の
養
子
と
な
り
、
家
督
を
相
続
し
た
。
一
八
四

九
年
（嘉
永
二
）藩
命
で
長
崎
に
遊
学
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ

ル
ッ
ク
お
よ
び
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
医
学
・
化
学
を
修
得
し

た
。
ブ
ル
ッ
ク
か
ら
貸
与
さ
れ
た
蘭
語
の
化
学
書
を
、
藩

命
で
翻
訳
し
、
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
に
『
舎
密
便

覧
』
と
し
て
出
版
し
た
。
藩
の
事
業
縮
小
で
失
職
し
た

が
、
五
〇
歳
の
と
き
農
業
の
改
良
を
め
ざ
し
各
地
を
巡

察
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
に
『
農
家
備
要
』
と
、
そ
の

啓
蒙
普
及
版
と
し
て
折
本
『
農
業
花
暦
』を
出
版
し
た
。

死
の
直
前
は
京
都
府
権
参
事
で
あ
っ
た
。
一
八
七
一
年

（
明
治
四
）
二
月
に
没
し
た
。
『
農
家
備
要
』
は
、
前
編
全

五
冊
で
、
伝
統
的
な
在
来
の
農
業
知
識
と
、
幕
末
に
隆

盛
し
た
国
学
、
そ
し
て
蘭
学
に
基
づ
く
科
学
知
識
と
が

混
交
し
あ
い
、
ま
さ
に
近
代
移
行
期
を
象
徴
す
る
よ
う

な
農
書
で
あ
る
。 
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東
京
農
業
大
学
は
今
年
創
立
一
二
四
年
を
迎
え

る
。
本
学
の
創
設
者
で
あ
る
榎
本
武
揚
に
つ
い
て
は
色
々

な
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
優
秀
な
人
で
あ

り
、
ま
た
有
能
な
方
で
あ
った
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
。

・・・・・・・  

 

育
英
黌
を
創
設
し
た
榎
本
は
、
管
理
長
（
明
治
二
四

年
三
月
六
日
～
明
治
二
六
年
五
月
一
〇
日
）、
育
英
黌

を
改
名
し
東
京
農
学
校
の
校
主
（明
治
二
六
年
五
月
一

一
日
～
明
治
三
一
年
八
月
一
六
日
）
で
あ
っ
た
。
在
任

し
て
い
た
期
間
は
七
年
間
で
あ
る
。 

こ
の
間
も
明
治
政
府
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
為
、

主
要
大
臣
（
明
治
二
四
年
五
月 

外
務
大
臣
、
明
治
二

七
年
一
月 

農
商
務
大
臣
）
と
し
て
政
務
に
忙
殺
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

で
は
教
育
者
と
し
て
の
榎
本
は
ど
の
よ
う
な
方
だ
った

の
だ
ろ
う
。 

 

明
治
二
四
年
三
月
六
日
に
開
校
し
た
育
英
黌
は
順

風
満
帆
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
農
業
科
以
外
の
商

業
科
、
普
通
科
は
ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
で
あ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
当
時
次
第
に
盛
ん
に
な
った
官
立
学
校
の
整
備

に
影
響
さ
れ
て
、
生
徒
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
農
業
科
の
み
が
存
続
し
得
た
の
は
、

榎
本
の
教
育
方
針
に
あ
った
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

徳
川
幕
府
瓦
解
の
お
り
、
新
政
府
に
反
旗
を
翻
し
た

榎
本
が
、
幕
府
軍
艦
を
率
い
て
品
川
を
脱
出
、
箱
館
五

稜
郭
に
拠
って
勇
戦
し
た
こ
と
は
、
維
新
史
上
あ
ま
り
に

も
有
名
だ
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
榎
本
の
胸
中
に
は
、
北

海
道
を
開
拓
し
て
農
業
を
主
と
し
た
産
業
を
興
し
、
独

立
国
を
樹
立
し
ょ
う
と
す
る
計
画
が
あ
った
。
雄
図
む
な

し
く
敗
戦
の
将
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
明
治
新
政
府
に

抜
擢
さ
れ
て
、
開
拓
使
四
等
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
、
北
海

道
の
実
地
調
査
に
従
事
し
て
か
ら
は
、
農
業
拓
殖
に
対

す
る
関
心
は
い
っそ
う
強
ま
って
い
った
。 

 

育
英
黌
農
業
科
の
後
身
で
あ
る
東
京
農
学
校
の
第
二

回
卒
業
式
に
、
榎
本
が
校
主
と
し
て
述
べ
た
式
辞
か
ら

も
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
後

述
）榎
本
の
近
代
農
業
に
対
す
る
期
待
と
拓
殖
へ
の
気
概

が
横
溢
し
て
い
る
。
こ
の
期
待
と
気
概
が
、
育
英
黌
不
振

の
な
か
に
あ
って
、
農
業
科
存
続
の
基
と
な
った
こ
と
は
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

さ
て
、
榎
本
と
育
英
黌
、
東
京
農
学
校
の
生
徒
と
の

関
係
を
示
す
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
今

回
取
り
上
げ
た
、
① 

第
一
回
卒
業
式
の
記
念
写
真
、

② 

校
主
榎
本
が
直
接
生
徒
に
語
り
掛
け
た
記
録
（
第

二
回
卒
業
式
と
第
三
回
卒
業
式
で
の
告
示
）
、
③ 

育

英
黌
の
生
徒
で
あ
っ
た
天
野
喜
之
助
に
発
行
し
た
自
筆

の
身
分
証
明
書
、
さ
ら
に
今
回
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料

の
中
に
あ
っ
た
の
は
、
④ 

育
英
黌
（
明
治
二
四
年
三
月

六
日
）
を
創
立
し
た
七
か
月
後
の
一
〇
月
に
撮
ら
れ
た

教
職
員
、
生
徒
の
集
合
写
真
で
あ
る
。 

 

① 

第
一
回
卒
業
式
の
記
念
写
真 (

＊) 

第
一
回
の
卒
業
式
は
明
治
二
六
年
七
月
二
一
日
に

お
こ
な
わ
れ
た
。 

し
か
し
公
式
行
事
と
し
て
の
式
典
の
記
録
は
な
く
、

従
って
校
主
で
あ
った
榎
本
の
言
葉
の
記
録
が
な
い
。 

卒
業
記
念
写
真
が
一
葉
あ
る
の
み
で
あ
る
。
校
主
榎
本

が
中
央
に
、
校
長
伊
庭
想
太
郎
が
右
隣
に
坐
し
て
い

る
。  

榎
本
校
主
と
農
学
校
の
生
徒
た
ち 
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② 

校
主
榎
本
が
直
接
生
徒
に
語
り
掛
け
た
記
録 

さ
て
、
管
理
長
、
校
主
と
し
て
の
榎
本
は
東
京
農
学

校
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
接
し
、
自
身
の
夢
、
理
想
を
語

った
の
だ
ろ
う
か
。 

第
二
回
卒
業
式
と
第
三
回
卒
業
式
の
式
辞
で
あ
る
。 

こ
の
式
辞
だ
け
が
生
徒
に
直
接
話
し
た
記
録
で
あ
る
。

以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
載
し
た
。 

 

本
校
第
二
回
卒
業
式
景
況 

 
 

 

明
治
二
八
年
一
二
月
発
行 

農
友
会
会
報
第
四
号 

本
年
（
明
治
二
八
年
）
九
月
二
八
日
本
校
講
堂
内
に

於
い
て
第
二
回
卒
業
式
を
挙
行
せ
ら
る
。
当
日
は
早
朝

よ
り
曇
天
に
て
怪
し
き
空
合
い
な
る
に
も
係
わ
ら
ず
多

数
の
出
席
者
あ
り
て
、
先
ず
第
一
鈴
、
生
徒
及
び
授
証

者
着
席
、
第
二
鈴
、
本
校
職
員
及
び
招
待
者
着
席
、
続

い
て
校
主
榎
本
子
爵
、
伊
庭
校
長
の
案
内
に
て
臨
場
せ

ら
れ
、
以
て
卒
業
本
科
一
二
名
専
科
二
名
順
次
証
書

を
授
与
せ
ら
る
。
右
終
わ
り
て
校
主
の
懇
篤
な
る
演

説
、
校
長
伊
庭
想
太
郎
君
、
教
頭
本
多
岩
次
郎
君
、
評

議
員
総
代
澤
野
淳
君
、
来
賓
工
学
士
若
田
由
次
郎
君

は
卒
業
生
今
後
の
方
針
等
に
付
き
演
説
祝
辞
、
次
い
で

卒
業
生
総
代
片
岡
親
一
君
の
答
辞
、
学
生
総
代
藤
田

鶴
雄
君
の
祝
辞
等
あ
り
。
式
全
く
終
わ
り
、
第
三
鈴
に

よ
り
一
同
退
場
各
休
憩
場
に
於
い
て
本
校
農
場
に
於
い

て
栽
培
せ
し
甘
藷
、
南
瓜
、
里
芋
等
を
以
て
酒
果
の
饗

応
あ
り
て
随
意
退
席
せ
し
は
零
時
三
十
分
。
当
日
重
な

る
来
賓
は
、
公
爵
三
条
公
美
、
海
軍
中
将
男
爵
赤
松
則

良
、
安
藤
男
爵
、
山
本
海
軍
中
佐
、
郡
司
海
軍
大
尉
、

澤
野
農
事
試
験
場
長
、
横
井
農
学
士
、
及
び
豊
永
、
長

岡
の
三
農
科
大
学
教
授
、
成
松
、
岡
安
、
安
田
の
三
地

質
調
査
所
技
手
、
森
大
日
本
農
会
幹
事
、
若
山
分
析

所
長
、
雨
宮
敬
次
郎
君
、
芳
野
世
経
君
、
佐
久
間
貞
一

君
、
江
原
素
六
君
等
、
卒
業
生
、
親
戚
、
実
業
家
等
無

慮
七
〇
余
名
に
し
て
開
校
以
来
未
曾
有
の
盛
事
な
り

し
。 今

左
に
校
主
榎
本
子
爵
そ
の
他
（
割
愛
）
祝
詞
演
説

等
を
挙
げ
ん
。 

 校
主
榎
本
子
爵
の
演
説 

た
だ
今
卒
業
証
書
を
受
け
ら
れ
た
る
諸
子
に
向
け
て

一
言
せ
ん
と
欲
す
。
先
ず
第
一
に
諸
子
に
は
三
ヶ
年
間
、

蛍
雪
の
労
空
し
か
ら
ず
し
て
、
遂
に
本
日
及
第
生
と
な

ら
れ
た
る
は
諸
子
を
我
農
業
社
会
に
紹
介
す
る
に
何
よ

り
良
き
引
き
出
物
に
し
て
、
諸
子
の
父
兄
は
申
す
ま
で

も
な
く
本
校
の
校
主
た
る
拙
者
に
於
い
て
も
誠
に
無
限

の
慶
事
な
り
。 

そ
も
そ
も
農
工
商
の
三
大
事
業
は
何
れ
も
宇
内
国
に

於
け
る
富
国
の
要
素
た
る
は
言
を
待
た
ず
と
雖
も
、
取

り
分
け
我
皇
国
は
農
を
以
て
建
国
の
基
と
為
し
来
れ
る

だ
け
あ
り
て
、
所
謂
（
い
わ
ゆ
る
）
集
約
（
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
）

農
業
に
於
い
て
は
殆
ど
世
界
に
多
く
比
類
を
見
ざ
る
ほ

ど
に
発
達
し
お
れ
り
。
是
れ
畢
竟
（
ひ
っき
ょ
う
）
土
壌
の

膏
そ
う
な
る
と
、
季
候
適
宜
な
る
と
に
依
る
と
雖
も
、
そ

も
そ
も
又
我
が
同
胞
、
農
事
に
熟
練
す
る
特
性
の
民
た

る
に
由
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
近
来
欧
米
各
国
よ
り
我
が

国
の
農
事
視
察
に
来
る
者
比
年
多
を
加
え
る
も
亦
宣
な

り
。
然
る
に
説
を
為
す
者
あ
り
。 

曰
く
、
我
邦
は
土
狭
く
人
多
く
現
に
農
民
は
我
人
口

六
割
以
上
に
達
し
而
し
て
田
畑
の
総
反
別
を
平
均
す
れ

ば
、
一
人
一
反
八
畝
に
過
ぎ
ず
田
畑
の
開
拓
は
人
口
の

増
加
に
伴
う
を
得
ざ
る
を
以
て
、
将
来
農
事
の
隆
替
は

予
知
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
と
。
予
を
以
て
此
れ
を
見
れ
ば

是
れ
其
の
一
を
知
っ
て
、
未
だ
其
の
二
を
知
ら
ざ
る
の
論

な
り
。 

今
二
一
年
度
の
調
査
に
よ
る
に
、
我
が
内
地
の
総
反

別
は
二
〇
九
九
万
三
六
四
一
町
に
し
て
田
畑
の
総
反
別

は
、
四
二
七
万
四
四
六
四
町
た
れ
ば
田
畑
は
我
が
内
地

面
積
の
二
割
に
過
ぎ
ず
し
て
、
其
の
他
は
皆
山
林
原
野
、

若
し
く
は
荒
蕪
不
開
（
こ
う
ぶ
ふ
か
い
）
の
地
た
る
や
。
か

な
り
そ
れ
は
我
が
農
民
特
有
の
能
力
に
加
う
る
に
学
術

と
実
験
を
以
て
農
業
に
属
す
る
各
般
の
改
良
を
図
ら

ば
、
そ
の
国
家
の
富
源
を
増
進
す
べ
き
こ
と
、
決
し
て
疑

を
容
れ
る
べ
か
ら
ず
。 

又
、
況
や
我
が
北
海
道
の
如
き
は
、
前
文
の
算
外
に
あ

る
に
於
い
て
を
や
。
況
や
我
が
新
領
地
た
る
台
湾
の
如

き
、
蓋
し
最
も
農
事
に
望
み
多
し
と
称
す
る
を
や
。
又
況

や
我
が
東
隣
の
「ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
」各
邦
及
び
、
南
洋
諸
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島
方
面
に
は
莫
大
な
る
膏
そ
う
の
地
、
天
然
の
儘
に
て
未

だ
手
を
下
す
者
な
き
に
於
い
て
を
や
。
然
ら
ば
、
則
ち
農

業
は
前
途
極
め
て
望
み
あ
る
の
事
業
と
謂
う
べ
し
。 

諸
子
其
れ
本
校
に
於
い
て
得
た
る
所
の
技
能
を
実
際

に
施
し
、
以
て
父
兄
の
業
を
拡
張
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
国

家
富
強
の
基
を
開
か
れ
ん
こ
と
拙
者
が
切
に
諸
子
に
望

む
所
な
り
。 

伊
庭
校
長
は
入
学
以
来
の
成
績
を
報
告
せ
ら
れ
、
且

つ
忍
耐
に
付
き
て
非
常
に
演
述
し
以
て
餞
（
は
な
む
け
）

と
せ
ら
れ
た
り
。 

 本
校
第
三
回
卒
業
証
書
授
与
式
景
況  

 

明
治
二
九
年
七
月
発
行 

農
友
会
会
報
第
五
号 

本
年
（
明
治
二
九
年
）
七
月
一
三
日
本
校
講
堂
に
於
い

て
挙
行
せ
ら
る
。
今
其
の
順
序
を
記
せ
ば
午
前
一
〇
時

一
同
式
場
に
着
席
。
榎
本
校
主
手
か
ら
卒
業
生
へ
証
書

を
授
与
し
終
わ
り
て
左
の
演
説
あ
り
た
り
。 

 

茲
（
こ
こ
）
に
本
日
を
卜
（
ぼ
く
）
し
、
本
校
第
三
回
卒

業
証
書
授
与
の
式
を
挙
ぐ
る
に
会
し
例
に
よ
り
一
言
以

て
卒
業
諸
子
に
告
げ
ん
と
欲
す
る
者
あ
り
。
抑
（
そ
も

そ
）
も
本
校
の
創
立
以
来
歳
を
閲
（
け
み
）
す
る
事
未
だ

多
か
ら
ざ
る
も
卒
業
生
を
出
す
事
既
に
三
二
名
の
多
き

に
達
し
遂
年
盛
大
の
域
に
赴
か
ん
と
す
る
は
誠
に
斯
学
の

為
慶
賀
す
る
處
な
り
。 

今
や
我
が
帝
国
は
戦
勝
の
結
果
と
し
て
武
威
、
外
に

発
揚
す
る
と
共
に
各
般
の
事
業
内
に
勃
興
し
社
会
の
専

門
学
士
を
要
す
る
事
甚
だ
急
な
り
。
こ
の
時
に
当
た
り

諸
子
は
国
家
殷
富
の
源
た
る
農
学
を
修
理
し
、
将
に
出

で
て
社
会
に
立
た
ん
と
す
。
そ
れ
農
業
な
る
者
は
其
の
区

域
、
甚
だ
広
く
天
候
地
味
の
異
な
る
に
従
っ
て
、
其
の
産

物
各
同
じ
か
ら
ず
。
予
が
諸
子
に
望
む
所
は
独
り
本
邦

に
在
り
て
業
を
執
る
而
し
て
巳
な
ら
ず
。
或
い
は
出
で
て

海
外
万
里
の
地
に
赴
き
居
を
卜
し
、
業
を
興
し
以
て
万

国
千
万
の
同
胞
を
し
て
農
業
に
新
天
地
あ
る
を
知
ら
し

む
る
に
在
り
。
此
れ
豈
東
邦
血
性
男
児
の
一
大
快
事
に

あ
ら
ず
や
。
し
か
し
こ
れ
等
の
事
た
る
一
つ
に
素
養
あ
る

諸
子
の
力
に
頼
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
諸
子
が
前
途
の
負
担

ま
た
大
な
り
と
言
う
べ
し
。
此
れ
を
要
す
る
に
諸
子
は
自

今
而
し
て
後
社
会
に
出
て
実
業
を
執
る
に
、
あ
って
は
過

去
蛍
雪
の
労
に
比
し
て
さ
ら
に
幾
倍
の
艱
苦
あ
る
べ
き
を

以
て
自
ら
期
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
古
語
に
言
う
。
「
こ
れ

を
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
と
。
諸
子
其
れ
深
く
己

を
慎
み
、
事
に
臨
み
て
は
着
実
を
旨
と
し
、
虚
栄
を
慕
わ

ず
以
て
其
の
涵
養
す
る
と
こ
ろ
の
学
術
技
芸
を
活
用
せ

ば
庶
幾
く
は
過
な
き
を
得
ん
。
聊
か
所
見
を
述
べ
諸
子

に
告
ぐ
る
事
こ
の
如
し
。 

  

③ 

育
英
黌
生
徒
の
天
野
喜
之
助
に
発
行
し
た
榎
本
自

筆
の
身
分
証
明
書 (

＊) 

明
治
二
五
年
七
月
一
九
日
発
行
、
三
人
目
、
三
号
で

あ
る
。 
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④ 

育
英
黌
（明
治
二
四
年
三
月
六
日
）を
創
立
し
た
七

か
月
後
の
一
〇
月
に
撮
ら
れ
た
写
真 (

＊) 
最
初
に
設
置
さ
れ
た
東
京
市
麹
町
区
飯
田
川
岸
第

四
号
の
三
（
現
Ｊ
Ｒ
中
央
線
飯
田
橋
駅
構
内
）
に
あ
っ
た

校
舎
前
で
の
記
念
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
が
大
学
史

資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
最
古
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

写
真
に
は
｛
育
英
黌
農
業
科
時
代
教
員
及
生
徒
｝
更
に

｛
明
治
二
四
年
一
〇
月
荒
川
重
秀
氏
送
別
記
念
｝
と
あ

る
。 黎

明
期
の
育
英
黌
そ
し
て
東
京
農
学
校
と
校
主
榎

本
に
思
い
を
馳
せ
た
時
、
創
立
一
二
五
年
に
喃
々
と
し

農
学
、
生
物
系
の
旗
手
と
し
て
走
り
続
け
る
現
在
の
東

京
農
業
大
学
の
姿
を
誰
が
想
像
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。 

校
主
榎
本
の
理
想
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
事
を
実

感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

資
料 榎

本
武
揚
と
東
京
農
大 

松
田
藤
四
郎 

農
友
会
会
報 

東
京
農
業
大
学
五
〇
周
年
史 

証
明
書 

（寄
贈
）瑞
穂
町
長 

石
塚
幸
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
誉
教
授 

内
村 

泰 

一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
、
農
業
科
が
育
英
黌
か
ら

独
立
し
、
私
立
東
京
農
学
校
と
な
っ
た
直
後
、
同
校
教

頭
は
短
期
間
の
う
ち
に
相
次
い
で
交
代
し
た
。
本
紙
第

４
号
で
紹
介
し
た
河
村
九
淵
の
あ
と
は
翌
一
八
九
四
年

ま
で
の
間
に
、
沢
村
真
、
豊
永
真
理
、
長
岡
宗
好
と
い
っ

た
具
合
で
あ
った
。
こ
の
三
人
は
い
ず
れ
も
駒
場
農
学
校

や
そ
の
後
身
で
あ
る
東
京
農
林
学
校
の
卒
業
生
で
あ

る
。
横
井
時
敬
は
こ
れ
に
関
し
て
、
「
か
よ
う
に
し
て
教

頭
の
地
位
が
し
ば
し
ば
動
揺
し
た
と
い
う
の
は
、
我
が
教

頭
に
戴
い
た
諸
氏
は
、
皆
そ
う
そ
う
た
る
農
学
者
ば
か

り
で
あ
った
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ
き
劇
職
に
就
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
勢
い
我
が
教
頭
の
任
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
った
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
中
で
も
長
岡
宗
好
は
、
東
京
農
学
校
評
議

員
、
大
日
本
農
会
の
経
営
に
移
っ
て
か
ら
も
大
日
本
農

会
附
属
東
京
農
学
校
商
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。 

長
岡
宗
好
と
言
って
も
、
今
日
で
は
そ
の
名
を
知
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
他
方
、
同
じ
農
学

者
で
も
、
古
在
由
直
の
名
前
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
よ

う
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
か
ら
八
年
に
わ
た
っ
て
東

京
帝
国
大
学
の
総
長
を
務
め
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
足

尾
銅
山
鉱
毒
事
件
で
も
鉱
毒
被
害
民
側
に
立
って
尽
力

し
、
「
闘
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
と
称
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

古
在
に
は
、
足
尾
鉱
毒
関
係
の
論
文
と
し
て
、
一
八
九

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
四
）
―
長
岡
宗
好
― 
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二
年
（
明
治
二
五
）
、
『
農
学
会
会
報
』
第
一
六
号
に
発

表
し
た
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
ノ
研
究
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
古

在
の
単
著
で
あ
る
が
、
同
年
中
に
政
府
の
機
関
紙
と
も

言
え
る
『
官
報
』
に
連
載
さ
れ
た
「
渡
良
瀬
川
沿
岸
耕
地

不
毛
ノ
原
因
及
除
害
法
研
究
成
蹟
」
は
当
時
帝
国
大

学
農
科
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
古
在
と
長
岡
の
共
著
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
同
じ
年
、
栃
木
県
内
務
部
か
ら

刊
行
さ
れ
た
『
渡
良
瀬
川
沿
岸
被
害
原
因
調
査
ニ
関
ス

ル
農
科
大
学
ノ
報
告
』
も
古
在
・
長
岡
の
共
著
で
あ
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
「
足
尾
銅
山
工
業
所
ニ
於
テ
ハ
汚
水
清

浄
ノ
設
計
ア
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
尚
ホ
全
ク
有
毒
ナ
ル
淤
泥
ノ

渡
良
瀬
川
ニ
流
入
シ
其
河
水
ヲ
溷
濁
シ
其
河
身
ヲ
壅
塞

ス
ル
ヲ
防
ク
能
ハ
サ
ル
ハ
明
白
ナ
ル
事
実
ナ
リ
」
と
し
、

「
被
害
地
ノ
有
毒
物
ヲ
含
有
ス
ル
所
以
ハ
此
淤
泥
洪
水

氾
濫
ノ
際
田
圃
ニ
澱
渣
若
ク
ハ
流
入
セ
シ
ニ
因
ル
コ
ト
明

白
」で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

長
岡
は
ま
た
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）三
月
、
内

閣
に
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会
が
置
か
れ
る

と
、
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
じ
く
委
員
に
任
命
さ
れ
た

農
学
者
・
坂
野
初
次
郎
と
と
も
に
、
鉱
業
停
止
派
と
し

て
の
論
陣
を
張
った
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
った
。 

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
、
足
尾
鉱
毒
事
件
史

上
、
有
名
な
川
俣
事
件
が
起
こ
っ
た
。
鉱
毒
被
害
に
関

す
る
請
願
の
た
め
上
京
し
よ
う
と
し
た
農
民
が
警
察
官

と
衝
突
し
、
起
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
東
京
控
訴

院
の
二
審
で
は
鉱
毒
被
害
地
の
臨
検
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
時
の
鑑
定
人
三
人
の
う
ち
の
一
人
が
横
井
時
敬
で
あ

り
、
も
う
一
人
が
長
岡
で
あ
った
。
横
井
は
坪
刈
鑑
定
、

長
岡
は
土
壌
鑑
定
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
残
り
一

人
の
鑑
定
人
は
、
先
に
東
京
農
学
校
の
教
頭
と
し
て
名

前
を
挙
げ
た
豊
永
真
理
で
あ
る
。
こ
の
三
人
が
と
も
に
、

東
京
農
学
校
、
す
な
わ
ち
現
在
の
東
京
農
業
大
学
の
教

頭
を
務
め
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
二
審
判
決

は
、
農
民
側
の
全
面
勝
訴
に
近
い
結
果
と
な
った
。 

こ
の
よ
う
に
、
長
岡
宗
好
は
足
尾
鉱
毒
事
件
に
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
知
名
度
が
低
い
理

由
の
一
つ
は
、
長
岡
が
比
較
的
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
長
岡
は
、
一
八
六
六
年
（
慶
応

二
）
、
現
在
の
福
島
県
、
磐
城
平
藩
士
の
長
男
と
し
て
江

戸
小
石
川
に
生
ま
れ
た
。
父
母
と
と
も
に
郷
里
平
に
帰

っ
た
の
ち
、
横
浜
の
英
和
学
校
を
経
て
、
一
八
八
三
年

（
明
治
一
六
）
、
駒
場
農
学
校
予
科
に
入
学
、
本
科
に
進

み
農
芸
化
学
を
専
攻
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
駒

場
農
学
校
の
後
身
で
あ
る
東
京
農
林
学
校
卒
業
と
同

時
に
、
同
校
助
教
授
と
な
った
。
翌
年
教
授
、
一
八
九
〇

年
（
明
治
二
三
）
同
校
が
文
部
省
に
移
管
さ
れ
帝
国
大

学
農
科
大
学
と
な
る
に
及
ん
で
同
校
助
教
授
と
な
った
。

東
京
農
林
学
校
・
農
科
大
学
で
は
、
古
在
由
直
ら
と
と

も
に
、
御
雇
ド
イ
ツ
人
教
師
ケ
ル
ネ
ル
の
も
と
で
研
究
に

従
事
し
、
米
作
肥
料
試
験
等
に
関
す
る
多
く
の
論
文
を

発
表
し
て
い
る
。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
農
芸
化
学

研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
へ
留
学
、
留
学

中
に
提
出
し
た
論
文
に
よ
り
一
九
〇
六
年
（
明
治
三

九
）
に
農
学
博
士
の
学
位
を
得
、
農
科
大
学
教
授
と
な

る
も
、
健
康
を
害
し
て
同
年
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
闘

病
生
活
を
送
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
、
東

京
市
本
郷
区
富
士
前
町
の
自
宅
で
逝
去
し
た
。
享
年
四

三
歳
で
あ
った
。
長
岡
に
さ
ら
な
る
命
が
与
え
ら
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
大
き
な
業
績
を
挙
げ
、
そ
の
名
前
は
永
く

日
本
農
学
史
上
に
伝
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。 

（国
際
食
料
情
報
学
部
長 

友
田
清
彦
記
） 
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本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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